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院 
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松
村 

重
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
元
号
と
な
っ
て
初
め
て
の
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご 

健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
先
、
私
ど
も
の
よ
う
な
民
間
病
院
に
お
い
て
も
、
病
院
と
し
て
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
時
代
と
な
っ
て
ま
い
り
ま 

す
。
私
た
ち
は
安
全
な
医
療
の
達
成
・
断
ら
な
い
医
療
の
実
践
・
病
院
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
の
改
善
な
ど
、
伊
奈
町
の
地
域
医
療 

の
た
め
に
今
後
も
最
大
限
の
努
力
を
し
つ
つ
、
伊
奈
病
院
と
し
て
の
今
後
の
方
向
性
を
し
っ
か
り
と
考
え
、
決
定
し
て
い
く
必 

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
掛
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意 

見
を
頂
き
な
が
ら
成
長
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま 

す
。 
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靖
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
春
を
迎
え
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
ま
す
と
共
に
、
本
年
も
よ
ろ
し 

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

令
和
に
な
り
初
め
て
の
新
年
を
迎
え
る
今
年
、
特
別
な
想
い
を
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
昨
年
は 

数
々
の
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
興
を
願 

っ
て
お
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
社
会
に
お
け
る
高
齢
化
や
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
継
続
課
題
と
し
て
深
刻
で
あ
り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
が
安 

心
そ
し
て
安
全
に
生
活
で
き
る
た
め
に
は
、
地
域
の
基
幹
病
院
の
役
割
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
忠
実
に
そ
の
使
命
を
果
た 

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
愛
さ
れ
続
け
る
医
療
機
関
で
あ
る
た
め
に
、
積
極
的
な
改 

善
活
動
を
続
け
、
職
員
一
丸
と
な
り
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

伊
奈
病
院
は 

 

（
財
）
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

認
定
病
院
で
す 

 

理 
 

念 
 

 

私
た
ち
は
、
安
全
で
質
の
高
い
医
療
を
提
供
し
、
患
者
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る
病
院
を
め
ざ
し
ま
す
。 

理
念
の
実
行
方
法 

 
 

１
．
私
た
ち
は
、
十
分
な
説
明
と
同
意
に
基
づ
く
分
か
り
や
す
い
医
療
を
実
践
し
ま
す
。 

２
．
私
た
ち
は
、
自
己
研
鑽
に
努
め
、
職
員
が
一
体
と
な
っ
た
チ
ー
ム
医
療
を
実
践
し
ま
す
。 

３
．
私
た
ち
は
、
患
者
さ
ま
の
意
思
・
権
利
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
し
、
思
い
や
り
の
あ
る
医
療
を
実
践
し
ま
す
。 

４
．
私
た
ち
は
、
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
病
院
を
目
指
す
と
と
も
に
、
職
員
と
し
て
の
誇
り
を
持
て
る
職
場
を
作
り
ま
す
。 

５
．
私
た
ち
は
、
健
全
で
効
率
的
な
病
院
経
営
基
盤
を
確
立
し
、
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
の
使
命
を
遂
行
し
ま
す
。 

 
 

  



 
医師 

抗がん剤は飲み薬や

点滴といった方法が

あります。 

患者 

抗がん剤？！ 

吐き気とか髪が抜ける 

とか副作用が辛そう… 

副作用に対する支持療法の進歩、副作用の少ない

薬の開発、投与方法の改善などで副作用の心配が

減り身体の負担も少なくなりました！また色々な

医療者が協力して在宅療養の支援をします。 

 

がん患者さんを支える 
～Part2 化学療法（抗がん剤治療）～ 

がん化学療法担当看護師 伊藤 晴子   

がんが見つかるきっかけは、健康診断や自己検診、自覚症状があることでの受診など様々です。 

今や２人に１人はがんになる時代。がんが見つかったら詳しい検査をして、がんのタイプやステー 

ジにより治療方針を決めていきます。治療方法については簡単ではありますが前号でお伝えしまし 

た。この号では抗がん剤治療のお話しをしたいと思います。 

 

【抗がん剤治療の目的】 

 がんの治癒 

 がんの転移や再発を防ぐ 

 がんの成長を遅らせる 

 転移しているがんを小さくするまたはなくす 

 がんによる苦痛な症状を和らげる 

 

医師に「抗がん剤治療が必要です」といわれたら……  

        

 

 

多くの心配と疑問がわいてくると思います。思い浮かぶことも、治療中は辛い副作用と闘いながら、 

入院して抗がん剤の治療を受けるというイメージがあるのではないでしょうか。 

昨今、病気や使う薬にもよりますが、外来通院で抗がん剤治療を受けながら、自宅で生活を送る 

ことが可能となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

治療中は化学療法を専門とした看護師がきめ細かい観察と患者指導を行い、副作用の対策や苦痛 

を和らげる方法を考え、心配事や不安に思っていることがあればいつでもお話ができる環境を整え 

て、安心して治療を継続できるように心がけています。 

患者さんによって「自分の時間を確保したい」「仕事を続けながら治療を受けたい」という希望が 

あります。日常生活と外来通院での治療の両立を目指して、できる限りの援助を行っています。 



こまめな手洗いでインフルエンザを予防しよう 

検査科 清水 健吾 

インフルエンザの感染には、感染者からの咳などで感染する「飛沫感染」と、咳やくしゃみをおさえた手でドア 

ノブやスイッチを触れ、その汚染された部分を触わってしまった手を介して体内に入り込み感染する「接触感染」 

があります。 

手洗いとは「接触感染」を予防するためにとても重要なことです。下にある手洗いの流れを参考にして、外出先 

から帰宅した際や、食事の前などはこまめに手洗いすることを心がけましょう。 

1.流水で両手を濡らし、洗剤を手のひらで伸ばし、手のひら・手の甲までこすりつけよく洗います。 

2.手指の間や指先、爪の間をこするようにして洗います。 

3.親指をねじるようにこすり、手首も忘れずに洗います。 

4.流水できれいに洗い流し、清潔なタオルでしっかりと拭き取ります。 

 

 

 

 

放射線科 加賀谷 俊彦   

放射線を当てる角度や量は、検査の目的や調べたい部位によって異なります。 

放射線技師は患者様の状態を把握して、出来るだけ少ない放射線量で最適な 

画像を提供できるように微調整して、管理された放射線を使い、一人ひとり 

に合った画像検査を提供しています。 

 

「ひばく」は「被曝」「被爆」と表記されますが、「曝」「爆」は使い方が異なります。 

「曝」という字は常用漢字ではないため、新聞等では「被ばく」と表記される事があります。 

被曝は放射線に曝（さら）されることで、「外部被曝」と「内部被曝」の二種類あります。 

・外部被曝：体外からの放射性物質から放射線を受ける事。（レントゲン検査、CT 検査など） 

・内部被曝：体内に取り込まれた放射性物質が放つ放射線を受ける事。（核医学検査、食べ物など） 

 被爆は原水爆の被害にあうことで、「直接被爆」と「間接被爆」の二種類あります。 

・直接被爆：原爆の爆風や放射線を直接受ける事。 

・間接被爆：原爆によって発生した二次的放射線の被害を受ける事。 

  

 

    

 

 

 

 

 

放射線に関する検査、医療被ばくのご相談は放射線科スタッフにご相談ください。 

 

 

マンモグラフィ レントゲン 

骨密度 CT 

 

放射線や被ばくに関する講座を開催します。 

日時 2020年2月 4日 13時 40分～ 

場所 外来待合室 

内容 「医療被ばくについて」 

【安全な検査を行うために】 
 

検査を安全・正確に行うため、衣服の着脱や

体位変換、姿勢保持などをお願いすることがあ

ります。ご協力お願いいたします。 
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薬剤師 高島 真純  

 

  近年、大規模な地震や豪雨、台風などの災害が多発しています。いつ・どこで・どのような災害が発 

生するかわかりません。みなさんは十分な災害時の備えをしていますか？慢性疾患などで常に薬を飲ん 

でいる方は、防災グッズの中に薬とお薬手帳は入っていますか？ 

 

◆ 薬の予備はお持ちですか？ 

  災害に対する日頃からの備えが大切です。いつも飲んでいる薬は常に１週間分程度の予備が手元にあ 

るようにし、処方された日付が古いものから順に服用しましょう。しかし、薬が多すぎても管理が大変 

です。主治医と相談してみてはいかがでしょうか？ 

  また、普段飲んでいる薬以外にも自分で用意しておくと役に立つ薬もあります。慣れない避難生活で 

はストレスや食生活で体調を崩すことも少なくありません。総合風邪薬・胃腸薬・下痢止め・便秘薬な 

どの薬があると安心です。 

 

◆ 飲んでいる薬の内容は把握していますか？ 

  高血圧や糖尿病など、薬の中断による身体への影響がとても大きい疾患もあります。 

ご自身の飲んでいる薬を中断すると身体にどのような影響があるのか、日頃から把握し 

ておきましょう。 

 

◆ お薬手帳はお持ちですか？ 

  お薬手帳は大切です。災害時には普段行く医療機関や薬局が被災によって閉まっていることも少なく 

ありません。他県など遠方に避難することもあるでしょう。こうした場合、普段と違う病院や薬局に行 

くことになります。そこではみなさんがどんな持病を持っているか、普段どんな薬を飲んでいるかはわ 

かりません。以前あった事例では「白い細長い血圧の薬を飲んでいる」と言われて薬を処方したが、普 

段飲んでいた薬とは違っていたため、血圧が下がらなかったということがありました。「白い薬」「細長 

い薬」だけでは、医師、薬剤師にはなかなか伝わりません。ちなみに血圧の薬は 10 種類以上、品目に 

して 100以上の薬があります。 

  お薬手帳があれば普段どんな薬を飲んでいるのか、また過去に飲んでいた薬によって以前どんな病気 

にかかられたか、アレルギーや副作用の有無など様々なことを知ることができます。 

  大規模災害などで受診が困難な場合、お薬手帳でいつも飲んでいる薬を確認でき 

 れば後から処方せんを書いてもらうことを条件に薬局で薬をお渡しできる特例が認 

められることもあります。 

  災害は、いつ、どこで起こるかわかりません。仕事先にいる時かもしれませんし、 

旅行に出かけている時かもしれません。お薬手帳は普段から持ち歩くのが理想です。 


